
学校ホームページの運用について 南あわじ市立賀集小学校 教諭 服部 和幸 

テーマ「ブログで簡単・ホームページ」 

■ 目 標 

・ ブログを活用することで、学校ホームページの一層の充実を図る。 

・ ブログ書き込みツールを併用することで、誰もが簡単に情報発信できるようにする。 

■ 学校ホームページでブログを活用する利点 

ブログとは「Web Log」（ネット上の日記）を略した言葉であり、その日の出来事などをホームページ

で発信するためによく利用されている。 

学校ホームページで行事の写真など様々な情報を発信することは、保護者や地域の方々に学校の様子

を知っていただくことができ大変有用である。しかし、従来の「Web ページ作成ツール→ＦＴＰ」とい

う操作では、誰もが手軽に記事を発信することが困難であった。そこで今回、このブログ形式を活用す

ることで、より簡単に情報の発信ができるようになり、ホームページの充実が図れるのではないかと考

えた。また、ブログ書き込みツールの併用により、記事の作成が簡単になり、情報発信の頻度も上がる

であろうと考えられる。 

■ ブログの活用について 

本校のホームページをブログ形式に全面移行した。今回はブログとして

「sb」を使った。 

カテゴリーを「賀集小学校日記」「お知らせ」「こんな時は？」の３つに分

け、日常の学校行事についての記事更新は「賀集小学校日記」で行うことと

した。 

（賀集小学校ＨＰ「かしお.net」http://kashu-es.bne.jp/） 

■ ブログ書き込みツールの活用について 

ブログ記事の更新は、本来管理用のページから行うことになっているが、

画像の貼り付けなどが煩雑であった。そこで、ブログ書き込みに特化したツ

ールである「ubicast Blogger」を活用することで、ワープロ感覚での書き込

みができるようにした。このツールを職員すべてのコンピュータにインスト

ールしておくことで、誰もが簡単に学校ホームページからの情報発信ができ

るようになった。 

■ 成果と課題 

ブログ形式を取り入れたことにより、学校からの情報発信が非常に容易になり担当者の負担も軽減さ

れた。また、書き込みツールの導入で、どの職員も情報を発信できるようになりホームページの更新頻

度が高まった。結果として本校ホームページへのアクセス件数も増加し、より多くの方々に本校ホーム

ページをご覧いただけた。 

しかし、誰もが簡単に更新を行えるということは便利である反面、不用意な情報発信などが起こる可

能性が高まったとも言える。今回は発信する内容について、学校行事の写真と簡単な説明のみとし、担

当者がその都度内容の確認をすることでトラブル等は起こらなかった。ブログやツールによっては、「書

きかけ」「公開せずに保存」ということもできるようである。こうした機能を利用することで、学校長

や担当者が、内容を確認してから発信するという方法をとることもできるので、今後ぜひ検討したい。 

■ ICT 活用環境等 

使用周辺機器  
使用ソフト名 ブログ「sb」、書き込みツール「ubicast Blogger」 
使用教室  


